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【研究概要】 

 本研究は、駐車場内の自動車の動きと障害者用駐車スペースの利用状況を把握するための

シミュレータの開発を行うことを目的とした。 

 まず、プログラミング言語Ｃを用いてシミュレータのプロトタイプを開発した。本プログ

ラムでは、車両の出入庫数に関して疑似乱数を発生させるとともに、ガンマ分布を用いて駐

車時間の決定を行うことで、駐車場内の自動車の滞在状況を再現した。また、駐車場許可証

制度を運用している２県における許可証の発行状況等をもとに、コア車両（幅の広い区画を

必要とする者が乗車）、ボーダー車両（建物入口までの距離等に配慮が必要な者が乗車）、一

般車両（障害者用を必要としない者が乗車）それぞれの来場確率を決定した。さらに、コア、

ボーダー、一般の車両ごとに、先行研究（西館，2011；国際交通安全学会，2002）に基

づき、駐車における意思決定方法を設定した。たとえばコア車両については、障害者用への

駐車を最優先し、それがかなわなかった場合には区画の一番端（車両のドアを全開にした乗

降が可能）を選び、それもかなわなかった場合には駐車を断念することとした。 

 シミュレータ（プロトタイプ）の精度を上げるために、1 ステップ（1 分相当）あたりに

来場する車両数と、車両の駐車時間の分布を、実際の状況に近づける必要がある。そこで、

それらに関する実データを得るため、スーパーマーケットの駐車場 4 か所において 10 時

から 18 時までの定点調査を行った。 

【成果要約】 

 定点調査の結果より、車両の駐車時間については、プロトタイプにおいて用いているガン

マ分布をモデル式に選んでパラメータ推定をすることで、その分布を再現できると判断され

た。1 ステップあたりの来場車両数については、実データを参考にして設定する。今後は精

度を高めたシミュレータを用い、障害者用駐車スペースの適正利用を実現する区画数、利用

許可証の発行数等についての検討を進める。 

【論文】西館有沙・山口範和（2013）障害者用駐車スペースの利用状況の改善に向けた駐車場シミュレ

ータの開発，富山大学人間発達科学部紀要，8(1)，101-116． 
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 小計 109,570  
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れなかったため、調査員を
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